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以
前
、
戦
国
時
代
の
医
師
、
丹
波
保
長
が
永
正
十
七
年
二
五
二

○
）
正
月
に
書
き
始
め
、
現
在
前
田
尊
経
閣
文
庫
に
同
年
の
前
半
部

の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
『
盲
聾
記
』
の
概
要
を
紹
介
し
た
。

今
回
、
前
記
の
事
柄
に
つ
い
て
論
文
を
ま
と
め
る
過
程
で
正
月

儀
礼
に
関
す
る
記
述
に
つ
い
て
若
干
の
考
察
を
加
え
た
の
で
、
紹

介
の
う
え
批
判
を
あ
お
ぎ
た
い
・

現
存
の
『
盲
聲
記
』
第
一
丁
に
は
日
付
が
な
く
、
文
章
の
途
中

か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
前
に
少
な
く
と

も
一
丁
が
存
在
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
途
中
か
ら
書
き
始
め

ら
れ
た
部
分
が
「
正
月
御
薬
献
上
」
の
作
法
で
あ
る
。
「
正
月
御
薬

献
上
」
は
『
延
喜
式
』
に
も
規
定
さ
れ
、
元
来
は
、
宮
中
で
、
天

皇
、
中
宮
、
東
宮
に
対
し
て
、
白
散
、
屠
蘇
、
度
障
を
典
薬
寮
官

人
か
ら
献
上
す
る
儀
式
。
『
延
喜
式
」
の
規
定
に
お
い
て
は
、
そ
れ

弱
行
わ
れ
な
か
っ
た
正
月
儀
礼水

谷
惟
紗
久

ら
の
献
上
薬
の
薬
種
の
政
府
倉
庫
か
ら
の
出
納
規
定
も
見
ら
れ
、

純
然
た
る
公
的
行
事
で
あ
っ
た
も
の
が
、
中
世
後
期
に
は
、
諸
権

門
で
も
出
入
り
の
医
師
に
担
当
さ
せ
て
私
的
に
行
う
よ
う
に
な
っ

て
い
た
。

し
か
し
、
『
盲
聾
記
』
正
月
の
当
該
記
事
に
は
記
主
で
あ
る
保
長

自
身
が
、
こ
の
儀
礼
に
従
っ
た
こ
と
を
示
す
記
述
は
見
当
ら
な
い
・

保
長
に
よ
る
白
散
献
上
は
、
永
正
六
年
（
一
五
○
九
）
正
月
に
、
す

で
に
初
度
の
献
上
が
認
め
ら
れ
る
の
で
、
彼
が
こ
れ
に
参
加
し
う

る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

当
該
条
の
二
つ
目
の
事
言
に
よ
る
と
、
．
、
薬
生
友
豊
申
云
、

御
薬
之
事
、
当
時
断
切
、
言
語
道
断
之
事
也
」
と
あ
る
。
す
な
わ

ち
、
『
盲
聾
記
』
に
お
け
る
「
正
月
御
薬
献
上
」
の
記
載
は
、
永
正

十
七
年
（
一
五
二
○
）
当
時
の
事
実
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と

が
分
か
る
。
こ
こ
に
は
、
「
モ
ッ
ソ
ウ
」
や
「
兼
拝
」
な
ど
と
い
っ

た
、
担
当
す
る
官
医
に
し
か
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
作
法
の
記

録
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
れ
ら
は
「
私
云
」
と
い
う
保
長
か
ら

の
発
言
と
、
「
薬
生
申
云
」
と
す
る
薬
生
友
豊
か
ら
の
こ
れ
に
対
す

る
発
言
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
事
実
の
記
載
で
は
な
く
、
こ
の

日
、
保
長
と
薬
生
友
豊
と
が
、
当
時
絶
え
て
い
た
「
正
月
御
薬
献
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上
」
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
対
話
を
し
た
こ
と
を
記
し
た
の
で

あ
る
。当

時
、
白
散
献
上
を
は
じ
め
と
し
た
朝
廷
諸
儀
礼
の
多
く
が
永

ら
く
断
絶
し
て
い
た
。
こ
の
一
つ
の
原
因
は
、
戦
乱
に
よ
る
財
政

の
逼
迫
で
あ
ろ
う
。
「
宣
胤
卿
記
」
永
正
十
四
（
一
五
一
七
）
元
旦

の
記
事
に
は
、
「
今
夜
節
会
再
興
云
々
、
当
御
代
、
文
亀
二
年
此
一

節
会
再
興
以
後
退
連
甲
’
四
年
無
之
１
割
注
こ
と
あ
り
、
十
四

年
間
に
わ
た
っ
て
元
日
の
節
会
が
絶
え
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
こ

の
事
実
は
、
『
二
水
記
」
永
正
元
年
（
一
五
○
四
）
元
旦
条
に
よ
っ

て
裏
付
け
ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
の
ち
も
、
宮
中
に
お
け
る
「
供

御
薬
」
す
な
わ
ち
、
「
元
日
御
薬
献
上
」
は
、
ほ
と
ん
ど
記
録
さ
れ

て
お
ら
ず
、
事
実
上
有
名
無
実
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
う
一
つ
、
『
盲
聲
記
」
の
記
載
内
容
は
、
詳
細
か
つ
具
体
的
で

あ
る
が
、
儀
礼
全
体
を
見
通
す
も
の
と
な
っ
て
お
ら
ず
、
自
分
た

ち
に
直
接
関
係
の
あ
る
内
容
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
此

近
年
日
野
殿
広
橋
へ
相
尋
ヌ
ル
処
一
こ
、
「
私
云
、
近
年
白
散
ヲ
盛

一
こ
、
「
称
薬
生
ノ
御
ト
ブ
ラ
ヰ
八
百
疋
」
な
ど
、
近
年
の
例
、
「
ト

ブ
ラ
ヰ
」
と
い
わ
れ
る
礼
金
の
金
額
な
ど
、
実
際
の
経
験
や
、
関

係
者
か
ら
の
伝
聞
が
記
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
近
年
の
例
が
示
す
「
近
年
」
の
時
間
的
範
囲
に
つ
い
て
、

保
房
自
身
が
参
加
し
た
永
正
六
年
二
五
○
九
）
の
「
正
月
御
薬
献

上
」
の
記
載
内
容
か
ら
、
そ
れ
を
下
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
ら

れ
る
。
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日
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社
）


